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Profile─すぎもり　えりこ
2003年京都大学大学院教育学研究科修士
課程修了，2006年同大学大学院教育学研
究科博士課程修了。博士 (教育学 )。専門
は認知心理学。日本学術振興会特別研究
員，日本学術振興会海外特別研究員，早稲
田大学高等研究所助教を経て，2015年か
ら現職。単著に『「記憶違い」と心のメ
カニズム』（京都大学学術出版会）。

この人をたずねて

■杉森先生へのインタビュー

─先生の研究テーマについて教
えてください。
　ヒトは現実に起こっているこ
とと，自分の頭の中の出来事をど
のように区別しているのか，また
どの程度区別せずに影響を及ぼ
し合っているのかというところ
に関心があります。詳しくいう
と，現実と想像が分離する，また
は混同するメカニズムを調べるた
めに，記憶という手法を用いるた
め，フォルスメモリ（虚記憶）に
も興味がありますし，どういうヒ
トが想像を現実だと思いやすいの
か，といった個人差にも注目して
います。
─この研究テーマに興味を持っ
たきっかけを教えてください。
　例えば，家族が喧嘩している時
に，それぞれの言い分が重なって
いるけれど，見かけが異なること
がありますよね。真実は一つです
が，その前にある事実は想像とか
予測により「その人味」が足され
て，事実と事実の間にずれがある
ということに面白さを感じました。

─先生は日常の中での観察から
仮説を育てているのでしょうか？
　そうですね。日常の中の疑問が
研究に繋がることが多いです。例
えば，最近の研究では青いプラス
チック容器に緑茶を入れ，本来の
緑茶の色よりも濃い色にお茶を
見せたらとても苦く感じる，とい
う研究をしています。これは，記
憶研究とは違うけれど私の興味の
範疇です。見た目から頭の中で想
像する味に実際の味がひきずられ
ているわけですよね。私の研究の
通底には，「どうやってヒトは現
実と頭の中を区別しているのだろ
う？」というテーマがあります。
─勝手に杉森先生は記憶研究を
中心に，現象の解明に取り組まれ
ているのだと思っていました。
　私は記憶実験を，自身が知りた
い現実と想像の相互作用を調べ
るための「ツール」だと考えて
います。例えば，フォルスメモリ
は，想像で作り出しているにもか
かわらず，その人が「現実だ」と
判断した結果であり，想像の鮮明
さを見るための指標として使って
います。ソース・モニタリングの

第一人者であるマーシャ・ジョン
ソン先生のところに滞在した際に，
fMRI研究をしていました。「人の
声を想像してください」と教示さ
れた時，想像力の高い人たちは実
際に賦活するはずのないウェル
ニッケ野が賦活しました。「ああ，
本当にこの人たちには聞こえてい
るんだ」と改めて感じました。そ
して，その結果フォルスメモリと
して「あの時実際に聴いた」と反
応しているんですよね。記憶とい
うのは見たいことを見るための
ツールとして使っています。
─今興味のある研究を教えてく
ださい。
　「懐かしさ研究」をしています。
懐かしい気持ちは，孤独を感じた
り，後ろ向きになったりしたとき
に感じる傾向があるといわれてい
ます。懐かしさを感じることは，
過去の自分と今の自分を繋ぐよう
な，「過去にこんなに頑張れたか
ら今頑張れる」といった未来を明
るく生きるための報酬になってい
る可能性があります。また，懐か
しさをみんなで共有した時に，よ
りいい気分になるとも報告されて
います。しかし，少数ですが，過
去にネガティブな傾向を持つ人は
あまりいい気分にならない。つま
り，みんながみんな懐かしさに浸
れる訳ではないんです。そこに焦
点を当てて，過去にネガティブな
傾向を持つ人たちにどういう効果
的な介入があるのかを検証しよう
としています。
─先生は個人差を大事にしてい
らっしゃるように感じました。マ
ジョリティではなく，マイノリ
ティに目を向けるメリットはあり
ますか？
　ヒトを対象とした実験はすごく
個人差がでます。私は「そうじゃ
ない方」をどう救えるかを大切に
しています。例えば，フォルスメ
モリだらけの人たちは，「人に嘘
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この人をたずねて

つき呼ばわりされる」などきっと
たくさんつらいことを経験されて
います。でも，「この人たちの脳
は声を想像しているだけなのに，
ウェルニッケ野が活性化している
んだよ」ということを示すことで，
声が聞こえるくらいその人たちに
は創造性があることがわかると，
今度はその人たちの創造性を活か
せることが出てくるかもしれませ
ん。あえて，マジョリティから視
線を外すことで得られるものがあ
ると考えています。
─先生は3年間海外に行ってお
られます。
　自然が豊かな東海岸にあるイ
エール大学に滞在していました。
懐かしくて涙が出るほどいい思い
出です。最初はあまり順調では
なく，ストレスフルな毎日でした。
よく考えたら，なんでこんなにい
い思い出として残っているんだろ
うというほど，過酷でした（笑）。
ラボはほとんど女性だけで成り
立っていました。みんなが自立し
た人生を生きていて，とても刺激
を受け，私も一人の研究者として，
後生のモデルとなるような生き方
をしなければならないと身が引き
締まりました。この経験は日本に
帰ってきてポストについた今も生
かされていると思います。
─キャリアを積む上で，結婚・
育児というライフイベントは時に
大きな障害になり得ると思います。
これからキャリアを積む若手研究
者にアドバイスをお願いします。
　私は，毎年コンスタントに論文
を出していたのですが，子供を産
んでからの5年間は論文が出ませ
んでした。育児をしているときも
育児のせいで論文が書けないので
はなく，今は育児を優先させたい
ので論文は書かないという選択肢
を取りました。歯痒い思いもあり
ましたが，子どもと一緒に過ごす
ことを優先させることが「自分の

選択」と言い聞かせて踏ん張りま
した。「懐かしさ研究」をしてい
たので，今はすごくしんどいけど，
10年後には素晴らしい思い出に
なっていると思って乗り越えまし
た（笑）。自分に必要なものを一
個ずつ選んでいく過程が大切です。
私は，自分が全てをうまくこなす
ことができるタイプではないこと
を知っていますし，他人を妬んで
しまうことや，子育てのせいにし
てしまうことが嫌だったので，あ
る程度納得するだけの論文数を積
むまで育児はしないという選択を
取りました。どう生きるかの選択
肢はたくさんあり，何を選ぶのか
は自由で，そして選ぶのはすごく
大変です。しかし，昔の男性は育
児をするという選択肢を与えられ
ている人はごくわずかだったと思
います。今の自由な時代だからこ
そ，自分に合う選択を考えないと
いけないですね。

■インタビュアーの自己紹介

インタビューを行った感想
　2022年6月，万緑の中にたたず
むキャンパスにお邪魔しました。
初めてお会いする先生のインタ
ビューに少し不安を感じていたの
ですが，杉森先生はとても気さく
な方で不安はすぐに消し飛びまし
た。軽快に，時に思い巡らせなが
ら，私の質問に真摯に答えてくだ
さり，インタビュー時間はあっと
いう間に過ぎていきました。特に
印象深かったのは，杉森先生はサ
イエンスとしての問いを明確化さ
れていて，その問いを紐解くため

に様々なアプローチで研究されて
いることです。指導教員に「畑さ
んのサイエンスとしての問いは
何？」と尋ねられ，自分が本当に
知りたいことは何かと思い悩む私
にとって，杉森先生のお話はとて
も刺激的でした。

現在の研究
　私は習慣を研究しています。習
慣というと，決まった時間に決
まった行動をするルーティーンの
ようなものを思い浮かべるのでは
ないでしょうか。しかし，私の興
味の所在は少し違います。例えば，
住み慣れた家では特に注意を払う
ことなく電気をつけることができ
ます。これは，毎日つけたり消し
たりすることによって自動化され
たと考えられます。私はこのよう
な密かに日常を支えている，生物
がもつある種の機械性に興味があ
ります。
　私はこのような自動化のメカニ
ズムを，「動き」から明らかにし
ようと試みています。従来の習慣
研究では，特定のオペラント行動
（レバー押しなど）にのみに着目
し，その他の行動は考慮されてき
ませんでした。しかし，最近では，
特定のオペラント行動とその他の
行動間の遷移構造の変化により習
慣の生起を説明するモデルが登場
し，生物が持つ豊かな行動構造に
目を向ける必要性が指摘されてい
ます。この試みはまだ道半ばなの
ですが，動物の動きという分厚い
データの波から法則を見出す試み
は，実験室で自然の中を覗き込ん
でいるような楽しい体験となって
います。
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